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＜連絡事項＞
・特記事項無し
＜患者様連絡事項＞
・高屋敷　良子様～酸素と吸引の指示を受けている（〜12/17迄）。バンコマイシンの点滴は12/16までで終了となり、以降は3本キープの指示となっている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。午前、午後の１時間開放観察している。昨日は不眠の為、日中休んでいる。食事も他者より遅れがちに摂取されている。妄想言動は無い。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・藤井　崇史様～20：00～9：00時間隔離中。日中は他者と囲碁をして過ごされている。妄想発言無く、シャドーボクシングも見られていない。声掛けで入浴されている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放前のドア蹴り見られ、時計を見せて説明しても、理解できずにいる。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～終日隔離中。朝食時、膳をひっくり返して興奮見られている。9：00不穏時のリスペリドン（1）1P、ロラゼパム（0.5）2T服用。以後は除去に落ち着きみられてきている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞

・梅津　里奈様～朝食は不食、昼食は数口と、ジョア1本、水分200ml飲用している。拒薬は無い。声掛けで入浴は出来ている。昨日は希死的発言聞かれていたが、本日は聞かれていない。
・向井　敦子様～朝食は自力で全量摂取。昼食はふらつき見られ、活気も無く1/2摂取している。指示の点滴施行している。
・十日市　伸子様～バイタルサインの異常はない。頸部腫瘤からの浸出液は少量。声掛けに開眼されるが、疎通は不良。
・藤井　孝蔵様～バイタルサイン異常無く、食事も摂取出来ている。本日入浴されており、右膝部の褥瘡は改善傾向。左大腿後部の患部は出血見られている。処置は同様で変更なし。
・高屋敷　良子様～酸素3Ⅼ/分で酸素飽和度98～99％。カヌラ外し見られ、都度介入要している。ルームエアーで酸素飽和度の低下見られる。点滴ライントラブルは無い。内服はトロミ水でむせ込み無く服用出来ている。
・山崎　奈津子様～バイタルサイン異常無し。食事は1/3程度の摂取量。「元々、白米はあまり食べない」と話されている。余暇時は夫、母様へ携帯で電話している。
＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～時間隔離中。余暇時は他者交流見られている。妄想発言無く、対応穏やか。家族の面会は無く、荷物が届けられている。
